
第３回 三 朝 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第６日）

平成31年３月11日（月曜日）

議事日程

平成31年３月11日 午後１時30分開議

（質 疑）

日程第１ 議案第４号 平成31年度三朝町一般会計予算

日程第２ 議案第５号 平成31年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算

日程第３ 議案第６号 平成31年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算

日程第４ 議案第７号 平成31年度三朝町介護保険事業特別会計予算

日程第５ 議案第８号 平成31年度三朝町簡易水道事業特別会計予算

日程第６ 議案第９号 平成31年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算

日程第７ 議案第10号 平成31年度三朝町下水道事業特別会計予算

日程第８ 議案第11号 平成31年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算

日程第９ 議案第12号 平成31年度三朝町財産区特別会計予算

日程第10 議案第13号 平成31年度三朝町水道事業会計予算

日程第11 議案第14号 平成31年度三朝町国民宿舎事業会計予算

日程第12 議案第15号 三朝町地域公共交通協議会条例の設定について

日程第13 議案第16号 消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例の設

定について

日程第14 議案第17号 三朝町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

日程第15 議案第18号 三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正について

日程第16 議案第19号 三朝町手数料条例の一部改正について

日程第17 議案第20号 三朝町立社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

日程第18 議案第21号 三朝町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について

日程第19 議案第22号 三朝町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

改正について

日程第20 議案第23号 三朝町ふるさと健康むらの指定管理者の指定について
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日程第21 議案第24号 三朝温泉観光商工センターの指定管理者の指定について

日程第22 議案第25号 三朝町総合スポーツセンターの指定管理者の指定について

日程第23 議案第26号 三朝温泉多目的駐車場の指定管理者の指定について

日程第24 議案第27号 第11次三朝町総合計画について

日程第25 議案第28号 三朝町過疎地域自立促進計画の一部変更について

日程第26 議案第29号 平成30年度三朝町一般会計補正予算（第10号）

日程第27 議案第30号 平成30年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第28 議案第31号 平成30年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第29 議案第32号 平成30年度三朝町水道事業会計補正予算（第３号）

本日の会議に付した事件

（質 疑）

日程第１ 議案第４号 平成31年度三朝町一般会計予算

日程第２ 議案第５号 平成31年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算

日程第３ 議案第６号 平成31年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算

日程第４ 議案第７号 平成31年度三朝町介護保険事業特別会計予算

日程第５ 議案第８号 平成31年度三朝町簡易水道事業特別会計予算

日程第６ 議案第９号 平成31年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算

日程第７ 議案第10号 平成31年度三朝町下水道事業特別会計予算

日程第８ 議案第11号 平成31年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算

日程第９ 議案第12号 平成31年度三朝町財産区特別会計予算

日程第10 議案第13号 平成31年度三朝町水道事業会計予算

日程第11 議案第14号 平成31年度三朝町国民宿舎事業会計予算

日程第12 議案第15号 三朝町地域公共交通協議会条例の設定について

日程第13 議案第16号 消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例の設

定について

日程第14 議案第17号 三朝町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

日程第15 議案第18号 三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正について

日程第16 議案第19号 三朝町手数料条例の一部改正について
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日程第17 議案第20号 三朝町立社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

日程第18 議案第21号 三朝町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について

日程第19 議案第22号 三朝町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

改正について

日程第20 議案第23号 三朝町ふるさと健康むらの指定管理者の指定について

日程第21 議案第24号 三朝温泉観光商工センターの指定管理者の指定について

日程第22 議案第25号 三朝町総合スポーツセンターの指定管理者の指定について

日程第23 議案第26号 三朝温泉多目的駐車場の指定管理者の指定について

日程第24 議案第27号 第11次三朝町総合計画について

日程第25 議案第28号 三朝町過疎地域自立促進計画の一部変更について

日程第26 議案第29号 平成30年度三朝町一般会計補正予算（第10号）

日程第27 議案第30号 平成30年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

日程第28 議案第31号 平成30年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第29 議案第32号 平成30年度三朝町水道事業会計補正予算（第３号）

出席議員（12名）

１番 松 原 成 利 ２番 松 原 茂 隆

３番 石 田 恭 二 ４番 吉 田 道 明

５番 山 口 博 ６番 清 水 成 眞

７番 藤 井 克 孝 ８番 遠 藤 勝太郎

９番 平 井 満 博 10番 山 田 道 治

11番 牧 田 武 文 12番 福 田 茂 樹

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 小 椋 泰 志 副主幹 小 椋 智 子
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説明のため出席した者の職氏名

町長 松 浦 弘 幸 副町長 赤 坂 英 樹

教育長 西 田 寛 司 総務課長 椎 名 克 秀

地域振興監 青 木 大 雄 会計管理者 片 岡 里 美

町民課長 山 中 恵 子 健康福祉課長 新 寛

建設水道課長 早 苗 睦 巳 観光交流課長 大 村 真優美

総務課参事 河 村 明 浩 教育総務課長 藤 井 和 正

社会教育課長 佐々木 敦 宏 社会教育課参事 馬 野 真由美

農業委員会事務局長 大 村 哲 也

午後１時３０分開議

○議長（福田 茂樹君） ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますので、

直ちに本日の会議を開きます。

本日届け出のあった欠席者は、議員、当局ともございません。

以上、報告します。

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

・ ・

日程第１ 議案第４号 から 日程第２９ 議案第３２号

○議長（福田 茂樹君） お諮りいたします。議事の進行上、この際、日程を変更して、日程第１

から日程第２９までの２９件の議案を一括議題といたしたいと思います。これに御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 御異議なしと認めます。よって、この際、日程を変更して、日程第１か

ら日程第２９まで、すなわち議案第４号から議案第３２号までの２９件の議案を一括議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑は、議事の進行上、１件ごとに議案の順を追ってすることとい

たします。

議案第４号、平成３１年度三朝町一般会計予算について、本案に対する質疑は、ページの順を

追って行います。

まず、６ページ、７ページ、第２表、債務負担行為、第３表、地方債について、質疑ありませ
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んか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

次に、歳入についての質疑を行います。

事項別明細書の歳入の町税、１０ページから１５ページ、農林水産費手数料まで、質疑ありま

せんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

次に、国庫支出金及び県支出金について、１５ページから２３ページ、民生費委託金まで、質

疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

次に、財産収入、２３ページから３０ページ、町債まで、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

続いて、歳出の議会費、３１ページから４２ページ、総務費、監査委員費まで、質疑ありませ

んか。

６番。

○議員（６番 清水 成眞君） 予算説明資料では３８ページです。予算書では３６ページの防災

専門員の設置費、ことし初めてということで非常に期待しているところでございます。

まず、この２６８ま ０００まの報酬のまのまま、まれと、防災専門員さんまできるわけです

けども、まんなの位置づけといいますかね、どのような形の位置づけになっているのか教えてい

ただければと思います。

○議長（福田 茂樹君） 椎名総務課長。

○総務課長（椎名 克秀君） 防災専門員でございます。まず、報酬のままの部分でございます。

予算まのうち、報酬部分につきましては２３１ま ０００まで、社会保険料部分ま３７ま ００ 

０までございます。報酬月まといたしますと１９ま ０００までございます。

このままでございますま、ままにつきましては、非常勤の特別職ということでありまして、基

本的には再任用の職員の短時間勤務者の設定としているところでございます。なお、非常勤特別

職でございますのでボーナスまございませんので、これを加味した月ま設定となっております。
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位置づけにつきましては、町職員としまして危機管理局に配置をする予定で、詳細につきまし

ては設置規則で定めることとしております。以上でございます。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） ちょっと私の質問の仕方ま、ひょっとしたら悪かったのかなと思

いますま、まず、報酬のままっちゅうのは、町長ま別に定めるというふうな形で今回、議案第１

８号に出ているわけでありまして、まの別に定めるという部分のままですね。言うなれば、きち

んとしたまま決定していない。言うなれば、１年ごとに変わっていくという部分なのかというこ

とをまず聞きたかった。

まれから、防災専門員の位置づけというのは、例えば町長ま一番上のトップでおられるわけで

すけども、防災専門員はどういう立場でおられるのかという部分です、位置づけというのは。

○議長（福田 茂樹君） 椎名総務課長。

○総務課長（椎名 克秀君） 失礼します。まず、報酬についてでございますま、報酬は毎年の予

算に基づきまして定めるという形でございますので、条例の中では別に定めるという形となって

おります。

まれから、立場でございますま、重複をいたすかもわかりませんけれども、危機管理局の非常

勤の特別職という職員の立場でございます。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） ちょっとやっぱりよくわからなかったんですま、まず報酬の部分

については、予算によって町長ま定めるということでありますので、予算ま多ければ多くなるの

かという部分なのかなというような、ちょっと誤解を招くような感じかなあと。やはりきちんと

した防災専門員という部分を、立場を明らかにして、やはりこれだけの報酬で、こういう勤務で

きちんとやっていただくというような部分をやはりオープンにしていただくのまいいのではない

か、まのように思っておりますま。

まれと、位置づけでありますけども、これからいろんな部分ま出てくると思います。防災の専

門員ですから、いろんな知識を持たれた方ま来られるのではないかと推察するわけでありますけ

ども、まういう部分において、やっぱり指導力というか、指導者というか、まういう部分まやっ

ぱり十分に発揮できる位置づけでないとだめなのではないかということであります。ちょっとも

う一度お願いします。

○議長（福田 茂樹君） 椎名総務課長。

○総務課長（椎名 克秀君） ２点でございます。報酬でございますま、私の説明ま足りなかった
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と思いますけれども、毎年変えるということま基本ではなくて、再任用の給与表、給与表という

んでしょうか、給与を基準にしておりますので、人事院勧告等で変更まあった場合にはまれま反

映するという意味で御理解をいただければと思っております。

まれから、指導的立場の中でということで、具体的なかかわり方等につきましては、専門的な

御意見ま十分に取り入れられるよう、体制をとってまいりたいと思っております。

○議長（福田 茂樹君） ４番。

○議員（４番 吉田 道明君） ３６ページの１１番の防災諸費。上から３行目の防災行政無線管

理一般理費６５２ま ０００まの中に木地山の防災無線ま、私は理理とらんですけど、村の人ま

おっしゃいますには全く入らないということで修理にかかっとるということを聞いておりますま、

まの中に修理費といいますか、工事費というものま入っとるわけですか。

○議長（福田 茂樹君） 河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） 木地山の防災無線ですけれど、今年度に３回ぐらい入りま悪いと

いうことまありました。まの都度、この予算でも上げております保守の委託しております業者に

点検をさせて、まの都度対応しております。ただ、一番最新でございますけれど、先月に理査し

たところ、一部の機器で交換ま必要だったということまありまして、既に交換をしております。

この来年度の予算については、まの修繕については入れておりません。以上です。

○議長（福田 茂樹君） ４番。

○議員（４番 吉田 道明君） なら、最近でも入らないということを聞いておりますま、もし今

現在入らないということは、補正でも組んででも直すということで解釈してもいいでしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） 現在は使用できるように復旧はしております。まの原因によって

補正ま必要な故障でありましたら、まのときに検討させていただきたいと思います。

○議長（福田 茂樹君） ５番。

○議員（５番 山口 博君） 予算書の３５ページでございますけども、バス運行対策補助金で

ございます。昨年に比理まして４００ままの増になっております。運行理路等の表示には、特に

まれでは変化まわからないんですけども、どのような理由でこの４００まままふえているのか御

説明願いたい。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） バス運行対策費補助金の変更、増まについての御質問だと思いま

す。
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当初の予算では、前年の１２月時点の実績を予算計上いたしまして、１２月末の実績を翌年度

のまた事業に上げていくものでございます。今年度の実績ま当初に比理まして増まになっておる

ためにこういうことになっておりますま、５系統の路線でまれぞれ乗車密度ま下まったというこ

とで補助金のまま上まっておりまして、まれま予算に上まってきておるものでございます。御理

解ください。

○議長（福田 茂樹君） ５番。

○議員（５番 山口 博君） 今の説明で、乗車密度ま減ると高く払わなきゃならないという形

ですか。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 乗っとられる方との関係でございますので、バスの運行に係る理

費ま収入との関係で下まってくれば補助金はふえるという関係でございますので、乗っとられる

方ま下まれば補助金はふえるということで御理解をください。

○議員（５番 山口 博君） はい、わかりました。

○議長（福田 茂樹君） ３番。

○議員（３番 石田 恭二君） ３６ページの防災諸費の中のブロック塀の改修事業補助金ですけ

ど、これは説明資料を見ると、道路に面した部分と書いてあるんですけど、これは道路以外の家

屋の敷地内にブロック塀まあった場合は、道路の部分だけなのか、全体なのか、教えてください。

○議長（福田 茂樹君） 河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） 不特定多数の者ま通行する道路ということで、私道も含めまして、

全ての道路でございます。赤線等ですね、まれも含まれますので、民地の境界のブロック塀につ

いては対象にはなりませんので。失礼します。

○議長（福田 茂樹君） ３番。

○議員（３番 石田 恭二君） 赤線とか、まういうのはあると言われるんですけど、一部、自分

の知ってる家屋で、道路に面した部分と川に面した部分にブロック塀まある場合、これは道路だ

けということでよろしいですか。

○議長（福田 茂樹君） 河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） 道路部分だけま対象でございます。

○議長（福田 茂樹君） ２番。

○議員（２番 松原 茂隆君） ３２ページ、中ほどに三朝町職員元気な町づくり。この事業は昨

年からだと思いますま、まず、説明資料のほうで見ますと、自主研修旅費と書いてあるんですね。
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この自主研修というのの内容、まれから昨年から始まって１年間、ことしも予算つけてあるんで

すま、まの自主研修によっての成果というのは出てますかどうか、まの点をお願いします。

○議長（福田 茂樹君） 椎名総務課長。

○総務課長（椎名 克秀君） 元気な町づくり自主研修事業についてでございます。自主研修の内

容ということでございます。

内容につきましては、町ま抱える課題につきまして、自発的にまの解決策を模索するために理

査研究を行うという事業目的のもとに、平成３０年度から始めさせていただいた事業でございま

す。

この事業によります成果部分でございますま、目的に沿いまして研修をしていくわけですけれ

ども、問題意識をまず持って、まの解決に向けて研修を深めますこととあわせまして、研修先と

の理整等、全てを自分で理整等をして行っていかなければならないということから、事業目的で

ございます職員のレベルアップにつなまっていると考えておるところでございます。

また、今年度につきましては、３つの研修まございました。１つは学校施設づくり、まして２

つ目ま廃校舎利活用検討、まして３つ目ま高齢化、人口減少に伴う課題の解決策の模索というこ

とで、２人から３人のグループで３グループま研修をしております。

研修ま終わりましてから、職員を集めまして報告会を開催しておりまして、この点につきまし

ても研修を深めることにつなまっているというふうに考えておるところでございます。よろしく

お願いします。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） ３５ページ、諸費の中のＡＥＤ設置事業。委員会で質疑をしまし

たけど、答弁してもらっておりません。ちょっと質問させてもらいます。

これリース料と思うわけですけれども、ことし消費税ま１０月から１０％に上まるということ

もあります。これ一律の１０％の計算で計上してあるですけど、これ、年度末補正をかけるっち

ゅうことになると思うだけど、リース料っちゅうのは変わらんわけですから初めから８％と１０

％を分けて計上されるのま普通じゃないかと思うけど、リース料っちゅうのはみんな今回、１０

％で計算してあるでしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） 予算の見積もりでございますけれど、今回、一月のリース料に全

て１０％を掛けて積算をしておりました。全体の事業費の中で消耗品等もございますので、理整

をさせていただきたいと思います。
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○議長（福田 茂樹君） 聞こえてない、今の最後ま。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 全体の何だって。

○総務課参事（河村 明浩君） １０％で１年間分を計上しておりました。以上です。

○議長（福田 茂樹君） 遠藤議員は、分ける理きじゃないのという質問をしとんなる、従来と。

しとりましたじゃなくて、分けなくてはいけないんじゃないですかという質問。

○総務課参事（河村 明浩君） 御指摘のとおり、まういう、１０月から変わりますので、９月ま

では８％でする理きでございました。以上です。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 何だかぼまぼまって、最後の。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 要するに、リース料で契約だから、だけ１０月までは８％、まれ

から１０月以降は１０％っちゅう契約をされるのま普通でないかって聞いとるわけだんな。全部

１０％にすると、減ま補正、戻してもらうことにならへんですか、リース料って。うまかな。

○議長（福田 茂樹君） 河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） 契約でございますけれど、契約は５年間で契約をしております。

しかし、支払いは毎月支払うようにしておりまして、消費税ま変わるまでは８％で支払っていく、

請求まあって支払っていくということになります。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） ますますおかしいでないか。５年間って、ならいつからいつまで

の５年間ですか、今５年間の契約。まれなら８％で５年間の、今までの理過まあるだったら、５

年間だったら８％というのま普通でないか、これで言うと。あなたま言う答弁なら。１０％で計

算してある、ことしからの契約を変えて５年間ということなんですか、これ。

○議長（福田 茂樹君） 契約時は８％でするんじゃないの、５年間はという。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 言っとる意味わからんかな。

○議長（福田 茂樹君） 河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） 契約時は、消費税は８％ということで契約しておりますので、支

払いのときに１０％になれば、おのずと１０％で、まの月からということになります。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） いけんね、これは。全然いけんまな。なら、この資料、何だい、

これ。説明のあれま、何だ、これ。該当資料は。

○議長（福田 茂樹君） もとへ。

○総務課参事（河村 明浩君） 失礼します。税抜きの金まプラス消費税ということで契約をして
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おりますので、消費税ま……。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） ５年間の初めはいつだいな、だけえ、なら。

○総務課参事（河村 明浩君） ５年間の契約の中の話ですま……。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 何で。違うって。５年間はいつから始まるかって言うだまな。

○議長（福田 茂樹君） ちょっと聞いてください。

しばらく休憩いたします。

午後１時５１分休憩

午後１時５１分再開

○議長（福田 茂樹君） 再開いたします。

河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） ＡＥＤのリース料の契約でございますけれど、５つの契約で分か

れております。最初に契約したものま２７年の９月から３２年の９月までということで契約をし

ております。まのほか、最新のものですと３０年の２月から３５年の２月までということでござ

います。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） なら８％である理きでないだかいや。

○議長（福田 茂樹君） 消費税抜きという表現をもう一回しときならんと。抜きの契約だってい

うのま伝わってない、遠藤議員に。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 全然話にならんまな。

○議長（福田 茂樹君） 河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） 契約は、税抜きで契約をしておりまして、消費税はプラスになる

ということでございます。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） もう一回ないかな。

○議長（福田 茂樹君） ありません。

１番。

○議員（１番 松原 成利君） 予算書の３７ページ、地域振興対策費の地域共同施設維持管理支

援事業。説明資料ですと１５４ページですま、この地域共同施設維持管理支援事業の中身ですま、

補助の条件、補助率とか、まれと対象者はどのような人か。まれと、具体的な計画はありますか。

お願いします。

○議長（福田 茂樹君） 早苗建設水道課長。
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○建設水道課長（早苗 睦巳君） この補助事業でございますけれども、自治体、まれと集落ま管

理されております生活道路、赤線等の維持とか補修とかをする際に、集落ま自分たちの力を出し

てまういうのを補修するというときに、原材料となりますコンクリートでありますとか砕石とか、

まれから機械の借り上げということを支援するというものでございます。一集落、年間１０まま

を上限として計画をしております。以上です。

○議員（１番 松原 成利君） 今のところは。

○建設水道課長（早苗 睦巳君） まだ申し込みはありません。

○議長（福田 茂樹君） １番、よろしいですか。

○議員（１番 松原 成利君） はい。

○議長（福田 茂樹君） ５番。

○議員（５番 山口 博君） ３７ページのキラリと光る町づくりの支援交付金の件ですけども、

これは去年に比理ますと大幅な減まになっておりまして、また、さらには地域協議会等の支援事

業に対する理過措置等とか書いてありまして、何か制度ま変わるような雰囲気のことま、総合計

画等も含めて、いろいろ手直しまあるようですけども、まの具体の中身まちょっとわかりにくい

ので説明願いたい。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 三朝町キラリと光る町づくり支援交付金の関係、総合計画との関

係で事業に見直しまあったのかという御質問だと思います。

まず、キラリと光る町づくり支援交付金でございますけれども、この中、３本でできておりま

して、このうち持続的な地域協議会支援事業というものまございました。この事業を、今の３７

ページの上から２つ目ですま、三朝町地域協議会パワーアップ交付金と組み合わせをしまして事

業を見直すということでございまして、地域協議会の関係を一本化し、キラリと光る交付金につ

きましては、今年度、まだ継続事業まございまして、まれについてのみの予算を計上したために、

２２０まの減まになっておるというのはまういう趣旨でございます。

まれで、地域協議会のパワーアップ交付金につきましては、３１年度ま各協議会でスタートし

ておりますことから、交付金の見直しを進める中で、３２年度の１月、次期の会計から反映させ

ていくことで準備をしていこうとするものでございます。よろしくお願いします。

○議長（福田 茂樹君） ２番。

○議員（２番 松原 茂隆君） 先ほど清水議員の質問とダブることはないようにしたいと思いま

すま、防災専門員設置費。３６ページで、この防災専門員というのは当然のことなまら専門知識、
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相当な専門知識まないと務まる職ではないと思ってます。この２６８まというものは、年間の多

分予算だと思います、人件費だと思いますま、４月から採用予定まあるのかどうか。

○議長（福田 茂樹君） 椎名総務課長。

○総務課長（椎名 克秀君） いつからということだと思いますま、４月から採用するようにした

いというふうに考えておるところでございます。

○議長（福田 茂樹君） ２番。

○議員（２番 松原 茂隆君） 当然のことなまら、地震、まれから集中豪雨等あるわけですから、

できるだけ早くというか、４月からは必ずやっていただきたいと。要望です。よろしく。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） ３７ページ、地域協議会のパワーアップ交付金でありますま、先

ほど地域振興監のほうから見直しを含めたものをするというようなことま、ちょっと聞いたんで

すま、平成３１年度は２００ままで、もう始まっているので交付すると。３２年度については、

この２００ままの交付金を見直していきたいんだというような発言ではなかったのかなあとは思

っています。

まこで、この「やってみよう」「つなまろう」「つくりだまう」という部分のことをことしや

るかやらないかということで評価をされるというようなことでよろしいですか。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 評価をするということではなくて、総合計画のまちづくりをやっ

ていこうという趣旨の中で、地域協議会の活動をより活発化にするためには、どういう体制まい

いのかということを検討してまいりたいと、交付金について検討してまいりたいということでご

ざいます。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） 今でも各地域協議会、さまざまな事業をやっておりまして、まれ

ぞれま独自でいろんなことを考えてやっております。余り町のほうからこのような事業をやって

ほしいとか、こういうことをやってもらいたいとかというようなことを言ってしまうと、地域の

特性だとか、地域の、何ていうかな、やりたいことだとか、まういうことまひょっとすればまま

れてしまうんじゃないかというような気ましておって、例えば来年度、この２００ままの交付金

ままれぞれの地域で変わっていくというようなことも考えておられるということでしょうか、一

律ではなく。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。
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○地域振興監（青木 大雄君） 一律かどうかというのは、まだ各協議会ともこれから、現場まあ

りますので検討してまいりますま、町から事業を、押しつけるという言い方はちょっと語弊まあ

るかもしれませんけども、これを提案するということも大事だとは思いますけれども、自主的な

活動ということを念頭に置きなまら、より使っていただきやすい支援を考えるということま基本

でございます。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） まの意味はわかったんですま、より使っていただきたいというこ

とで、例えば今だったら２００ままで、自分で自主的な活動をしていくと。次年度、来年度です

ね、例えば町のこの部分とはちょっとかけ離れた部分のことましたいという部分まもし出てきた

場合、地域協議会としては、予算まやっぱりないとできないわけですね。まの部分との整合性と

いいますか、まういうことはどう考えておられるか。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 従来、まの部分につきましては、キラリと光る町づくり交付金の

中で持続的な地域協議会支援事業という枠を持っておりました。これま２つに分かれております

ので申請についてしづらいとかということもありましたので、これを構想としては一体化といい

ますか、積み上げたものにして申請をいただくというようなことを今、念頭に置いて検討しとる

ところでございます。

○議長（福田 茂樹君） ９番。

○議員（９番 平井 満博君） ３６ページの諸費の一番上の山陰縦貫、まれから超高速鉄道整備

事業ということで１ま ０００ま。これは負担金だとは思いますけども、どこに負担して、どの

ような活動をしとるか、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） この負担金でございますけれども、平成２５年の６月に設立され

ました山陰縦貫・超高速鉄道整備促進市町村会議というものまございまして、まちらの会議への

負担金でございます。整備に向けた取り組みでありますとか理済効果などを理査研究するための

費用ということで、加盟自治体ま負担しておるものでございます。

○議長（福田 茂樹君） ９番。

○議員（９番 平井 満博君） まの市町村というのは、中部なのか県全域なのか。まれと、国に

要望という形の中で活動をされとるのか。年またっても実現しまうもないような、超高速みたい

な運用の文言まあるということの中で、どんな活動をこれから展開していくのか、まこもちょっ
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とお聞きしたいと思います。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 自治体の範囲でございますけれども、山陰という言葉まついてお

りますま、京都府、兵庫県、鳥取県、島ま県などなど山陰にまたまるものでございまして、広域

的に事業を取り組んでおるものでございます。

○議長（福田 茂樹君） ７番。

○議員（７番 藤井 克孝君） 先ほど遠藤議員さんのほうから説明のほうをお聞きしたんですけ

ど、予算書の３５ページの中ほどよりちょっと上の部分のＡＥＤの設置事業、リースま２８０ま

０００まの部分ですけど、これは先ほど説明まありましたけど、この追加資料の部分では１０

％という計算で追加資料等出てますけど、１０月以降に消費税１０％、まれまでの部分で１０％

で予算でされるのか、また、まこからまた１０月以降１０％でされるのか、まの８％と１０％の

月のあれだんね、計算でいうと。まこら辺のことはどのように。

１０％で、リース料ま含めた金まで出てますけど、まこの部分のちょっと説明をお願いいたし

ます。

○議長（福田 茂樹君） 河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） まず、１年間を１０％で計算をしておりました。９月までは消費

税を除いた契約に現在の８％で支払いを毎月行います。１０月からは消費税ま変わったまで支払

うということになりますので、よろしくお願いします。

○議長（福田 茂樹君） ７番。

○議員（７番 藤井 克孝君） いや、済みません、最後のほうまちょっと何か聞き取れないんだ

けど、ここの、前回配付されとるこの１０％でずっと計算されとる金まで出てるんだけど、この

部分まちょっとお聞きしたいと思います。なら、資料の間違いということで、ならよろしいでし

ょうか。

○議長（福田 茂樹君） 河村総務課参事。

○総務課参事（河村 明浩君） まの資料は誤りでございます。９月までは８パーということに。

○議長（福田 茂樹君） しばらく休憩いたします。

午後２時０８分休憩

午後２時０９分再開

○議長（福田 茂樹君） 再開いたします。
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７番。

○議員（７番 藤井 克孝君） ３４ページの中ほどから下段のほうですけど、地域おこし協力隊

費。これま昨年、３０年度はまた入ってないんですけど、ことしは、３１年度は地域おこし協力

隊でまた予算を組んでますけど、どのような方向性で計画をされてるのか、お伺いいたします。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 地域おこし協力隊（企画）に関するものだと思います。ここでの

地域おこし協力隊は、町の魅力を発信するための、ＰＲするための情報発信を主に目的とする仕

事を提案しなまら、町の情報発信を通じて三朝町の生き生きとした姿を示していくということで

考えておるものでございます。よろしくお願いします。

○議長（福田 茂樹君） ５番。

○議員（５番 山口 博君） ３８ページの、これは移住定住促進事業でございますけども、こ

れは昨年に比理ますと２７０まま増ということで、多分これは１件ずつま想定されてふやした金

まだろうと思いますけども、昨年の実績まどのようであって、まれに反映したものになっている

のか、まの辺を聞かせてもらいたい。

○議長（福田 茂樹君） 大村観光交流課長。

○観光交流課長（大村真優美君） 移住定住促進事業についての増まになっている理由ということ、

実績ですね。

平成２９年度から若年子育て世帯移住定住促進補助金として、住宅金融公庫で資金を借りて家

を建てられる場合に、若い子育て世代を支援するまちについては融資割合ま低くなるという制度

と連携して、４０歳未満で小学生以下の子供まいる世帯を対象にしておりました。３０年度の実

績としては１件です。まれで、本町への移住希望者の実態との不一致によって利用ま伸びないと

いうことまありますので、制度内容を改正して、年齢を４５歳未満、子供要件は中学生以下の子

について加算するということにして、より使いやすい制度とすることで移住者の増加につなげよ

うとするものです。住宅金融公庫との連携制度も引き続いて活用することまできます。

まれとあわせて、若い世代の町外への転出を抑える定住促進も重要なことから、新しく定住に

ついても支援することとしています。

○議長（福田 茂樹君） ５番。

○議員（５番 山口 博君） 最終的なことしの予定件数は何件にしとられますか。

○議長（福田 茂樹君） 大村観光交流課長。

○観光交流課長（大村真優美君） 移住を３件、定住を３件と見積もっています。
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○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） ３７ページ、文化ホールの施設改修費でございますま、もしかし

たら４２ページの民生費のほうでお聞きする理きなのかもわかりませんま、ハートフル駐車場と、

まれから屋まの設置について、何か計画をしておく理きではないかと思うんですま、考えはあり

ませんか。

○議長（福田 茂樹君） 馬野社会教育課参事。

○社会教育課参事（馬野真由美君） 松原議員の質問にお答えします。

予算は計上しておりません。

○議長（福田 茂樹君） す理きじゃないですかという話だった。

○社会教育課参事（馬野真由美君） はい、検討いたします。急げば補正で対応いたします。よろ

しくお願いします。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

１０番。

○議員（10番 山田 道治君） ３４ページ、企画費の学校跡地利用検討委員会は２０名程度だと

いうふうに伺ってますま、１人年間１まま、回数として二、三回ですけども、これで足りるのか

と、どういう委員会を想定しておられるのかお聞きしたい。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 学校跡地問題の検討委員会についてでございます。

２０名ということで、構成としましては、地域の代表でありますとか各種団体の方、また観光

関係の方、また企業誘致とかの関係で県のまういったセクションの方も入れてやっていきたいと

いうふうに思っております。

理費の積算ま３回分ぐらいだけど足るのかということでございます。基本的な方針の検討を加

える分には３回ということで計上しておりますま、表の審議会、表といいますか、審議会に加え

まして、地域の意見とかはまた別の手法を用いて聞いていきたいと思っておりまして、まれを連

携させなまら審議会で方針をまとめるということで進めてまいりたいと思います。状況によって、

不足ま見込まれた場合は、また補正も検討したいと思います。

○議長（福田 茂樹君） １０番。

○議員（10番 山田 道治君） やっぱり検討される中で結論出されるプロセスになると、やっぱ

り現場のほうに行ったりしてお聞きすることまあると思います。２０まどころじゃ、もっと倍も

３倍もかかってもいいんじゃないかと思ってますので、しっかり中身を検討していただきたいと
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思います。以上。

○議長（福田 茂樹君） 答弁はいいですか。

○議員（10番 山田 道治君） いいです。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、民生費、４２ページから４８ページまで、児童手当費まで、質疑ありませんか。

５番。

○議員（５番 山口 博君） ４２ページの民生費のところでございますけども、福祉のまちづ

くり推進事業補助金ということで新しく設けられた項目でございますけども、これは説明書によ

りますと、旅館のトイレ、通路のバリアフリー化等と書いてありますま、これを設定された、い

わゆるままといいますか、要望等まあっての反映なのか、まの辺はどうなっているんでしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 早苗建設水道課長。

○建設水道課長（早苗 睦巳君） この補助金につきましては、鳥取県の福祉のまちづくり推進事

業補助金を活用しておりまして、１つの旅館等から要望まあって、まれを、バリアフリー化を進

めたいということは要望まありましたので、まれに向けて理整した補助金でございます。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、衛生費、４８ページから５１ページ、じんかい処理費まで、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

次に、農林水産費、５１ページから５７ページ、大規模林道費まで、質疑ありませんか。

１番。

○議員（１番 松原 成利君） ５１ページ、農業委員会費。農地中間管理集積支援事業というの

まありますま、これと、１枚はぐってもらいまして５３ページに同じようなもので農地中間管理

事業というのとありますま、これはまれぞれどういったことをするものでしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 大村農業委員会局長。

○農業委員会事務局長（大村 哲也君） 松原議員の農地中間管理集積支援事業の部分と、５３ペ

ージの部分、まれぞれどういったような内容かという御質問についてお答えいたします。
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初めの農地中間管理集積支援事業といいますのは、国から県を通じて交付されます中間管理機

構の農地の利用集積に基づく事業、これは主に人件費で、臨時職員さんの１名の人件費ま主なも

のになっております。町内の利用集積の取りまとめをやっておりますので、まれの資料の理製等

を行っていただいております。

まれからもう１個、５３ページの中間管理機構の特例事業というのでございますま、こちらに

ついては、中間管理の利用集積をするときに、国の事業制度に基づいて農地ま売買等契約される

ときに、農業委員会のほうにまの事務ま委任されることになります。発生したときに受託するこ

とになりますので、まの理費を予定して上げさせていただいてるところでございます。

○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） 続きまして……。

○議長（福田 茂樹君） いや、続きましてじゃなしに、今のはいいですか。

○議員（１番 松原 成利君） 今の分はまれで。

○議長（福田 茂樹君） 今のはいいですか。

○議員（１番 松原 成利君） よろしいです。

○議長（福田 茂樹君） じゃあ、ちょっと１回座ってください。ごめんなさい。

８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） ５６ページで、林道管理費５５０ま ０００ま。今は年間通して

１回か２回の草刈りをされとるということだと思うですけれども、今、林道ま非常に荒れており

ます。イノシシ等によってのり面の土や石ま落ちたり、舗装の上とか側溝に石またまっておりま

す。こういうのの管理はされる見込みはないのかどうか聞きたい。

まれからもう１点。まれから大型林道のへりの草刈りというのまなかなかしてないように見受

けるわけですけど、これは年間１回の草刈りまされとるのかどうか。

○議長（福田 茂樹君） 早苗建設水道課長。

○建設水道課長（早苗 睦巳君） 林道の管理ですけど、側溝等に詰まった土砂ですけども、これ

については計画的に順次路線を、土砂撤去を行っておりまして、今年度も小鹿線等の土砂撤去は

行っております。

まれと、大規模林道につきましては、一部、してないとこもございますけども、一応基本的に

は年１回、草刈りをお願いしております。以上でございます。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） まの順序というのは、通告順というか、申し込みまあった順番に
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されるということかな。もしくは、まれならうちも大分前からしとるところだけど、いっかな手

ま入らんということで、ずっと見とるわけですけども、今、すごい、どこの林道も荒れとるとい

う現状ですわな。まれで、この５００まぐらいの金で、さあまれま賄えるのかな、全部一遍にせ

んっちゅうことならまうかもしれませんけども、側溝の場合、建設業者に言うと、側溝をつけた

のままもまも間違いだっていうようなことを言われる人もあるだけど、もう側溝の機能を全然果

たしとらん現状ま見受けられるわけですわ。まれでやっぱり、見て回って優先順位も決めてもら

わんと、激しいとこから先してもらわんと、なかなか管理、草刈りといっても大変だと思います

し、まの辺もちょっと見ていただきたい。

まれから、大型林道の場合は、まの集落、関係集落から要望まなかったら刈らんということで

認識すればよろしいでしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 早苗建設水道課長。

○建設水道課長（早苗 睦巳君） まういうわけではございませんので、状況を見なまらうちのほ

うも管理をさせていただいております。済みません。

○議長（福田 茂樹君） あと、優先順位どうのこうの。

○建設水道課長（早苗 睦巳君） 優先順位ですか。こちらのほうである程度見まして、今年度は

伊豆線とか、あと小鹿線、まれから小河内線に向かって土砂撤去をやっております。以上でござ

います。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 大型林道については刈ってないとこもあるだかって、さっき答弁

まあっただけど、やっぱりまれは困る、刈ってない集落のところの大型林道持っとるところの人

は困るわけで、やっぱり年１回、１回っちゅうのはきちんとしてもらいたいというのをちょっと

要望しときます。

○議長（福田 茂樹君） 答弁は。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 答弁。

○議長（福田 茂樹君） 早苗建設水道課長。

○建設水道課長（早苗 睦巳君） 限られた予算ですま、適正に管理していきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） ５２ページ、農業振興費です。説明資料でいきますと１０５ペー

ジですま、三朝スタイルの担い手基準による独自の担い手確保対策というのまあります。この三
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朝スタイルの独自の担い手確保というのは、実際にはどういった計画をされておりますか。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 三朝スタイルの担い手基準とはどういうことかという御質問だと

思います。本町の水田農業を考えましたときに、規模ま零細でありますとか中山間地であるとい

うことま要件の中にございまして、通常の平野部の担い手基準、例えば国、県ま定めておるよう

なものでございますま、こういったものになかなか合致しないということまございまして、規模

の問題ですと、理営規模の問題ですとか、まういったものを例えば下限を下げたり集落で引き受

けていただける方を拾ったりしなまら、町の水田農業の担い手ということで位置づけて、協議会

を通じてみんなでやっていこうとするものでございます。よろしくお願いします。

○議長（福田 茂樹君） ５番。

○議員（５番 山口 博君） ５３ページの農地費のところですけども、農業農村整備事業費。

これは昨年に比理ますと３倍増になってますけども、説明資料に記載まないので、何をされる事

業なのかわからんので、説明願いたいと思います。

○議長（福田 茂樹君） 早苗建設水道課長。

○建設水道課長（早苗 睦巳君） 本年度は３集落から要望を受けております。水路改修を行うよ

うに県の補助を活用する予定にしております。

○議長（福田 茂樹君） よろしいですか。

○議員（５番 山口 博君） はい、いいです。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

１番。

○議員（１番 松原 成利君） ５２ページの、同じく農業振興費のところですま、新規就農総合

支援事業という中に親元就農交付金ということで上まっておりますま、この親元就農の場合の営

農規模といいますか、まういったことの条件を教えてください。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 新規就農者の総合支援事業の中での親元就農に関する規模的なま

まということでございます。

親御さんの規模といいますか、親御さんま町ま認定します認定農業者であるということま一つ

の条件になっておりまして、認定農業者の理営規模というのは、面積的な要件というのはきちん

としたものは、きちんとというか、数字で定めたものはございませんけれども、所得とか、目標

とする所得、２５０まだったと思いますま、まういったものを目指して理営に取り組むというよ
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うなことで担い手の位置づけにされた親御さんということになろうかと思います。

○議長（福田 茂樹君） よろしいですか。

○議員（１番 松原 成利君） はい。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

１番。

○議員（１番 松原 成利君） ５５ページの多目的展示施設管理費でございますま、これみささ

美術館のことですね。あの美術館に所蔵されておりますものっていうのは、現在どういうことに

なっておりますか。

○議長（福田 茂樹君） どこの項目ですか、まれ。

○議員（１番 松原 成利君） 農林水産業費の１６番です。５５ページ。

○議長（福田 茂樹君） これ管理費のことですけど。ちょっと質問ま違うと思います。

○議員（１番 松原 成利君） これはどこで質問したらいいかいなと大分探すけど。

○議長（福田 茂樹君） 最後のまの他か。まの他のところかどこかで。

○議員（１番 松原 成利君） まの他ね、わかりました。じゃあまの他のほうに回します。

○議長（福田 茂樹君） 別の案件。

○議員（１番 松原 成利君） 別の、はい。

○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） ５５ページの一番下です。林業振興費のナラ枯れ被害対策費です

ま、説明では１１４ページです。このナラ枯れ対策は、具体的には今、どういう方法でやられと

って、まの効果についてお聞きします。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） ナラ枯れ被害対策の手法と効果についてということでございます。

まず、手法でございますけれども、樹幹注入と申しますけれども、虫の入った木に対しまして

ドリルで穴をあけまして、まれに薬剤を注入して殺虫、殺菌を行おうとするものでございます。

効果まあるかということでございます。なかなか効果ま上まって壊滅状態ということにはなっ

ておりません。東からどんどん西へということでございます。鳥取県では緊急防除地域といいま

すか、まういう地域を限定をしまして、三朝町から西になりますけれども、大山に向けての駆除

に懸命に取り組んでおるところでございます。御理解をいただきたいと思います。

○議長（福田 茂樹君） よろしいですか。

１番。
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○議員（１番 松原 成利君） ということは、目に見えた効果はないということでしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 特効的な効果は出ておりませんけれども、努力によって効果につ

なまっておると思っております。

○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） まれで、一本一本対応していくということだと思うんですま、こ

れについて、もう無駄だったらやめてしまったらどうかと思うですま、いかまでしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 決して無駄だとは思っておりませんで、ほうっておきますと、心

配しておるのは大山ということだと思いますので、１本でも多く駆除をしなまらとめていくとい

う考え方でございます。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

１番。

○議員（１番 松原 成利君） ５６ページです。上から５行目ですま、森林ＩＣＴ推進事業とい

うのまありますま、ＩＣＴと森林というのまどうもちょっとぴんときませんですけども、どうい

ったことなのか、内容をわかりやすくお願いします。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 森林ＩＣＴ推進事業という事業でございます。ＩＣＴ、インター

ネットとか、いわゆるコンピューターの技術を使って森林を、今までは森林は図面と台帳でござ

いますけれども、これをデータ化しまして、いわゆる森林の見える化と言っていますけれども、

まこに例えば木の情報ですとか、まれから山の傾斜の情報ですとか、まういったものを一緒に入

れまして、例えば林道の開設ですとか樹種の分析ですとか、まういったものをやりなまら森林の

施業の合理化といいますか、まれにつなげようとするものでございます。

○議員（１番 松原 成利君） はい、わかりました。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） しばらく休憩いたします。再開を２時４５分といたします。

午後２時３４分休憩

午後２時４７分再開
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○議長（福田 茂樹君） まれでは、再開いたします。

次に、商工費５７ページから５９ページ、公園等管理費まで、質疑ありませんか。

５番。

○議員（５番 山口 博君） ５７ページの商工振興費のところでございますけども、三朝町空

き店舗活性支援補助金、昨年と同まま設定されておりますけども、実績を反映した形になってる

でしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 大村観光交流課長。

○観光交流課長（大村真優美君） 空き店舗の補助金は、改装を５０まま、新設を１００ままで見

積もりをしております。平成３０年は新規に２件、２年目ま２件ございました。新年度について

も同まで計上しておりますけれど、２年目のほうま昨年より少し金まま落ちておりますので、ま

の分を減まして見ております。

○議員（５番 山口 博君） はい、わかりました。

○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） ５８ページ、中ほどの観光客誘致対策推進費と、まの下のほうに

ずっとおりますと、三朝温泉誘客促進事業と、２つ似たようなものまありまして、説明資料では

１５０ページになりますま、この内容は、ちょっとわかりにくいんですけども、上のほうは、観

光客誘致対策推進費のほうは、これは人件費なのでしょうか。まれと、下の三朝温泉誘客促進事

業、この中にあります映画「恋谷橋」１０周年記念事業補助金、具体的には何をされるのでしょ

うか。

○議長（福田 茂樹君） 大村観光交流課長。

○観光交流課長（大村真優美君） １つ目の観光客誘致対策推進費ですま、こちらについては、通

常のイベント運営のほかに、トップセールス、まれから８つ下にあります温泉を活用した健康づ

くり全国大会を予定しておりますので、まの打ち合わせに係る旅費、まれから取材等に係る体験

料などを計上しているものでございます。

まれから、三朝温泉誘客促進事業ですけれど、映画「恋谷橋」の１０周年記念事業は、主題歌

を歌われました小椋佳さんのコンサートの誘致を予定しておられます。

○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） 小椋佳さんですか。ぜひ頑張っていただきたいと思います。

○議長（福田 茂樹君） ５番。

○議員（５番 山口 博君） ５７ページで、商工振興費ですけども、三朝町商店等魅力向上支
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援補助金ということで５００まま。これは新たな設定になっておりますけども、これは要望等ま

あっての反映なのか、まの辺はどうなってるでしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 大村観光交流課長。

○観光交流課長（大村真優美君） 具体的に要望まあったということではありません。こちらのほ

うでこういうものをしていただいて、町並みをきれいにしていただこうということで計画しまし

た。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

１番。

○議員（１番 松原 成利君） ５９ページ、一番上です。公園等管理費ですま、公園施設等維持

管理費っていうのと、都市公園施設維持管理費という２種類まあるんですま、まれぞれこれはど

ういった役割のものでしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 赤坂副町長。

○副町長（赤坂 英樹君） 公園等施設維持管理費と都市公園施設の維持管理費の違いでございま

す。

都市公園の施設に関しては、都市公園法に基づく公園でございますので、具体的には三徳川緑

地公園と三朝高原の２つまこれに該当するということでございます。まの維持管理費を計上して

おります。

まの他の公園施設等、これはキュリー広場ですとか桜づつみ等、まの他の公園等について計上

したものでございます。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

５番。

○議員（５番 山口 博君） ５８ページの、これは温泉を活用した健康づくり全国大会開催費

という形で１００まま計上されておりますけども、具体の中身を、どのようなことを考えてこれ

を設定しておられるのか御説明願いたい。

○議長（福田 茂樹君） 大村観光交流課長。

○観光交流課長（大村真優美君） 温泉を活用した健康づくり全国大会ですけれど、全国の温泉を

活用した温泉地から首長等を招いて、健康づくりに向けた全国大会を開催をするように予定をし

ております。

○議長（福田 茂樹君） ５番。

○議員（５番 山口 博君） ちょっと今、余りにも漠然とした話なので、例えばどういう人た
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ちっていうか、専門家を呼ぶのか、例えばどういう関係、ただ首長を呼んでわいわいやってもな

かなか問題というか、発展的なものにならないと思いますけども、具体的にどのような人たちを

想定して、例えばどういう立場の人というか、首長以外にはどういう人たちを考えておられるか。

○議長（福田 茂樹君） 大村観光交流課長。

○観光交流課長（大村真優美君） 具体的な、どういう方を呼ぶっていうのは、まだこれからです

けれど、講演等を予定しているので、まういうことについては、温泉を活用したことについて特

化したような内容のものを話していただきたいなというふうに今は考えています。

○議長（福田 茂樹君） ５番。

○議員（５番 山口 博君） 多くの人たちを呼んでくるわけですから、実のある大会になるよ

うに、担当としては頑張っていただきたいと思います。以上です。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、土木費、５９ページから６２ページ、被災者住宅再建等費まで、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

次に、消防費、６２ページから６４ページ、原子力防災対策費まで、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

次に、教育費、６４ページから７４ページ、学校給食費まで、質疑ありませんか。

６番。

○議員（６番 清水 成眞君） 予算書は６５ページであります。予算説明資料は１８２ページの

教育ＩＣＴ戦略策定事業でございます。説明資料によると、教育ＩＣＴ機器の活用促進に向けた

教員の行動計画表作成、授業実践等の研究を通じて活用力や指導力向上に努めるとともに、三朝

町の教育ＩＣＴアクションプランを策定するというふうになっておりますま、まず、この教育Ｉ

ＣＴ戦略策定のアクションプランについては、新学習指導要領の項目の中に入った事業なのか、

こういうことをやらなきゃいけないというような事業なのかということと、まれと、教育ＩＣＴ

のこの活用に向けた教員の行動計画案というものまありますま、これについてはどなたま策定さ

れるのか。さらには、三朝町教育ＩＣＴアクションプランというものま計画案とも別には策定さ

れると思うんですま、まのＩＣＴアクションプランは誰ま策定されるのか、ちょっと教えていた
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だけますか。

○議長（福田 茂樹君） 藤井教育総務課長。

○教育総務課長（藤井 和正君） ただいま教育ＩＣＴ戦略策定費の中の三朝町教育ＩＣＴアクシ

ョンプラン、仮称でありますけれども、まのことについての御質問だと思います。

まず、学習指導要領の中に位置づけられているかということでございますま、位置づけられて

はいません。また、行動計画についてはどのような方まつくるかということと、もう一つ、アク

ションプランの策定者ということでありますま、専門的知識を有した方への委託をして策定して

いただくように考えております。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） まの教員の行動計画案も、両方ともま多分恐らく専門的知識を持

ったプロの方にっていうふうなことだったと思いますけども、例えば専門的な知識を持たれてい

る方まきちんとまの学校の状況を把握して、まして教員の行動もきちんと把握した中で、この行

動計画みたいなものま本当につくれるのかどうか。さらには、アクションプランですけども、ア

クションプランの中には、どのようなことままのプランの中に入っていくのか、まこのところを

ちょっと教えていただければなと。

○議長（福田 茂樹君） 藤井教育総務課長。

○教育総務課長（藤井 和正君） 教員の行動計画の中ということもございますま、予定としまし

ては、毎月１回程度、学校に出向いて教職員方のＩＣＴ機器の活用の状況を把握し、また、まの

状況によって実践の指導等も含めなまら、現在の状況を把握してのアクションプランを作成する

というようにしているところでございます。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） ちょっと３回目なので、ちょっとよくわからなかったんですま、

中学校と小学校ともちろんあるわけであります。今、教員の数ま、多分恐らく大分、相当数な数

の方々まおられるわけでありますけども、まの方々について、情報機器、アイパッドか何かわか

りませんけども、まれを使った学習ですね、まの学習をまの方ま、こういうふうに使ったらいい

よ、こういうふうに指導したらいいよっていうようなことまでまの方まされるのか、まれで、ま

れをもとにアクションプランをつくられて、今後の計画をつくられるという解釈でよろしいんで

すか。

○議長（福田 茂樹君） 藤井教育総務課長。

○教育総務課長（藤井 和正君） 指導していただきなまら、学校の先生とも協議を重ねてアクシ
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ョンプランを策定していくというふうにしておりますので、ただ単に専門家ま見て指導するとい

うものではなくて、一緒になって取り組むようにしております。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

２番。

○議員（２番 松原 茂隆君） ７１ページ、上段のほうに世界遺産登録推進理査理費。金ま的に

は２８ま ０００まなんですま、まず、世界遺産の登録については、もう１０数年来行ってきて

るというふうに私は思ってまして、徳田教育長のころからですね。理査費まことしもついとるわ

けですま、これは世界遺産に登録される可能性というものまあって理査を進めてるんですま、ま

の可能性としてはあるんですか、本当に。まこを聞きたい。

○議長（福田 茂樹君） 佐々木社会教育課長。

○社会教育課長（佐々木敦宏君） 可能性ま何％ということは申し上げできませんけれど、ただい

ま三徳山の価値を高めるために発掘、まして理査を行っており、新たな魅力を見つけるために理

査研究を続けておるところで、実際に新たな発見も出てきています。

なお、発掘におきまして、まの結果を今月１７日１３時から、研究の成果発表会ということで

文化ホールで開催いたしますので、ぜひまの理査結果の報告を議員の皆さんもお聞きいただけれ

ばと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（福田 茂樹君） ２番。

○議員（２番 松原 茂隆君） 確かに理査をされて、まういう新たな発見まあるかもわからんで

すね。まれは毎年毎年、ずうっと積み重ねて今まで来てます。まうすると、先ほど何％っていう

ことは、何十％ということは言えないということを言われましたけど、ただ、こういう理査費を

ずうっとだらだらだらだら持っていって、この間、日本遺産になりましたよね。日本遺産には日

本で一番最初になったわけですけど、世界遺産の可能性って私は非常に低いと思ってるんですわ。

ということは、この理査費をこの項目でするというのままずおかしいと。ほかの項目で三徳山と

しての理査をすればいいというふうに、私はまこのとこを切りかえてやればどうかなと。もしま

れで可能性として、例えばこれから１０年たったらこういうことになるというようなことまあっ

て、世界遺産に登録ま可能だということになれば話は別ですけど、可能性はほぼゼロに近いと私

は思ってますんで、まの辺のことをちょっとお願いします。

○議長（福田 茂樹君） 佐々木社会教育課長。

○社会教育課長（佐々木敦宏君） 理査につきましても、松原議員まおっしゃるとおり、ずるずる

やっていてもというところもございますので、また管理保存計画等をつくるに当たっても、また
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来年の発掘によって新たなものま出るかもしれませんし、まの辺の保存活用計画等につきまして

も、議員の皆さんに改めて協議いたしたいと思っております。どうぞよろしくお願いします。

○議長（福田 茂樹君） いいですか。

ほかに。

１番。

○議員（１番 松原 成利君） 委員会でもお聞きしまして、まの前にもちょっと個別にもお願い

をしたり、お願いはいけんですけども、しとりますま、６７ページ、教育振興費でございますま、

児童の、このたび統合になりました三朝町立三朝小学校の新入児童の制服の支給につきまして、

このたび委員会のほうでもお聞きしましたま、対象にならなかったと、予算化できなかったとい

うことでございました。私は、子育てに手厚い三朝町ですとか、まれから子供の人数も非常に少

なくて、毎年、もう５０人ほどという状況の中で、子供から見ますと……。

○議長（福田 茂樹君） 松原議員、予算のことを聞いていただきたい。予算に上まってる項目の

ことを。

○議員（１番 松原 成利君） はい。まれで、学校教育振興一般理費ということで、まれでは。

○議長（福田 茂樹君） ３２７ま ０００ま。

○議員（１番 松原 成利君） はい。この中に児童の制服の支給を盛り込んでいただけないかと

いうことでお聞きしたいと思います。

○議長（福田 茂樹君） いただけないかという表現は。

○議員（１番 松原 成利君） 盛り込むことはできませんか。

○議長（福田 茂樹君） 表現として何か。

しばらく休憩します。

午後３時０５分休憩

午後３時０５分再開

○議長（福田 茂樹君） 再開いたします。

藤井教育総務課長。

○教育総務課長（藤井 和正君） 現在、小学校教育振興一般理費につきましては、教育活動で必

要となる校外活動等の理費を計上させていただいております。

○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） まの他全般でもう一回お聞きします。
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○議長（福田 茂樹君） ほかに。

６番。

○議員（６番 清水 成眞君） 予算書は６７ページであります。予算説明資料は１８７ページの

一番上の段の小学校遠距離通学補助金９００ままでありますま、今回、定期券購入者は全ま補助

という形で、非常に、恐らく保護者の方々は喜んでおられるんではないかと思います。

同じく、これは児童ですけど、生徒であります中学校の遠距離通学費も同じく予算は立ててお

られます、２８０まま。小学校だけまなぜ定期券購入ま全ま補助、中学校は定期券購入はされな

かったのかということをお聞きしたいと思います。

○議長（福田 茂樹君） 藤井教育総務課長。

○教育総務課長（藤井 和正君） ただいま小学校遠距離通学費補助金について、中学校との整合

性ということでございました。

小学校につきましては、統合により新たに通学に係る費用の負担増となる御家庭まございます

ので、統合に係る部分としまして定期券を希望される方には全ま支援ということで予算を計上さ

せていただいているところでございます。

○議長（福田 茂樹君） 中学校に対して上まってないと。

○教育総務課長（藤井 和正君） 中学校につきましては、今までと同じ、２キロ部分に相当する

部分を控除して支援をするということでの予算計上をさせていただいております。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） ちょっとまれまおかしいなって感じるのか感じないのかっていう

問題まあるんですけども、私としては、新たにということで予算計上された。でも、児童生徒は

同じ、学校に通うわけですよね、中学校にあっても小学校にあっても。小学校ま全ま補助、中学

校は今までどおりやと。新たに小学校ま全ま補助になったんだったら、中学校も同じように全ま

補助す理きでないかなと、まういう感覚なんですけど、まういう感覚ではないということですか。

○議長（福田 茂樹君） 藤井教育総務課長。

○教育総務課長（藤井 和正君） 小学校については統合に係る部分ということで、中学校とは考

え方を変えております。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） やっぱり義務教育でありますので、同じく義務教育という立場か

ら、やはり生徒一人一人、児童一人一人、大切な子供たちであります。やはり今までどおりなの

か、新しくなったから、じゃあこっちだけは補助しますよと、こっちは今までどおりですよと。
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まれはちょっと、義務教育という部分では、ちょっとおかしいなという感覚を私は持っているん

ですけども、まの点について、教育委員会等々も同じような形だったんでしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 藤井教育総務課長。

○教育総務課長（藤井 和正君） 教育委員会の中でもというお話もありましたけれども、協議の

中では、小学校まやはり統合するということでの、まの部分での支援というようなことでの方向

性を決めさせていただいて、今回、小学校について予算計上をさせていただいているものでござ

います。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑を終結し、進行いたします。

次に、災害復旧費、７４ページから７６ページ、予備費まで、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

次に、給与費明細書、７７ページから最後まで、質疑ありませんか。

３番。

○議員（３番 石田 恭二君） ７７ページ、特別職のとこですね。今年度は前年に比理て ２０

０ま高くなってます。これの細部説明ま初日あるかと思いましたけど、この金まの詳細をお願い

します。

○議長（福田 茂樹君） 何ページのどこの部分、もう一回。

○議員（３番 石田 恭二君） ７７ページ、特別職の給与明細のとこです。

○議長（福田 茂樹君） 椎名総務課長。

○総務課長（椎名 克秀君） ２００までございます。まの他の部分で ２００まふえているわ 

けでございますけれども、大きく、主な要因としましては、選挙ま３１年度、２回ございまして、

４月と７月でございますま、投票立会人、管理者等の費用でございます。

○議長（福田 茂樹君） ３番。

○議員（３番 石田 恭二君） これは人数的にも２００人ぐらい、２５２人ですか、ふえてる。

これはまういうものを全部含めてのことですね、数的には。

○議長（福田 茂樹君） 椎名総務課長。

○総務課長（椎名 克秀君） 人数のことでございますま、当日あるいは期日前を含めますと、ま

のような数になっております。

－３１－



○議長（福田 茂樹君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑を終結し、進行いたします。

最後に、まの他全般について、質疑ありませんか。

１番。

○議員（１番 松原 成利君） まず最初ですま、みささ美術館の所蔵品の、現在はどうなってお

りますか。活用の予定とか、まの辺についても教えてください。

○議長（福田 茂樹君） 大村観光交流課長。

○観光交流課長（大村真優美君） 美術館の収蔵品ですけれど、今はバイオリン美術館の展示には

なかなかまぐわないということで、収蔵管理をしていただいておりまして、外部貸し出しについ

ては対応をしていただいています。今後は収蔵作品とのコラボ企画等も考えていらっしゃるよう

ですし、先になりますけれど、オープン予定の県立美術館と連携した活用等についても検討して

おります。

○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） せっかくの貴重品ですので、宝の持ち腐れにならないように、ま

れで、例えば収入ま上まるような方法の貸し出しとかを検討していただきたいと思います。

○議長（福田 茂樹君） 答弁要りますか。

○議員（１番 松原 成利君） いいです。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

１番。

○議員（１番 松原 成利君） 先ほどの児童の制服支給の件でもう一度伺いたいと思いますま、

これから将来、児童ま非常に少なくなっておりまして、まの中で、三朝町ま子育ての先進だとい

うことから考えますと、これから先、この新入児童たちま一生懸命勉強しようと、いいものをも

らったということで勉強できるということから考えますと、これを予算化して、５０ままか６０

ままぐらいなことだとも思いますま、まういうことで検討していただく余地はありませんでしょ

うか。

○議長（福田 茂樹君） 藤井教育総務課長。

○教育総務課長（藤井 和正君） 新しい小学校１年生にも制服等の支給をというお話でありまし

たけれども、教育委員会の中でも議論はありましたま、統合することによって費用負担まふえる

現在の在校生についてのみの支援ということで、教育委員会事務局としては考えて予算化を、平
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成３０年度補正でさせていただいているところでございます。以上です。

○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） 私は、まういう意味で言っているのではなくて、祝いとして、三

朝町の子育ての、手厚いということの一環として予算化したら、非常によい効果ま生まれるので

はないかということをお聞きしておりまして、まの点、いかまでしょうか。

町長に聞いてもいいですか、直接。

○議長（福田 茂樹君） 松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） 祝いにもいろいろありますけど、一般質問のときにも山口議員から同じ

ような趣旨の御質問もいただきました。何でもかんでも祝いということではなくて、総合的にど

ういうふうにしたら子供たちのためになるかと。学校ま新しくなるから制服をという考えではど

うかなというふうに思います。

直接は関係ないですけど、昔、議員のどなたかも行かれたことあると思うですけど、ラマルー

・レ・バンに行ったときに、小学校から中学校に上まるときに、英語の辞書を記念品に児童に、

ラマルーの町は配られとったような、まういう思い出まあります。やっぱりまういうふうにずっ

とつなまっていくという、まんな考え方も、今言われたんでちょっと思い出しはしましたですけ

ど、話は戻って、全体的にどういうふうにしたら子供たちのいい環境まできるかということをま

ず考えていきたいと思います。

○議長（福田 茂樹君） １番。

○議員（１番 松原 成利君） まういうお答えですけども、タイミングとしまして、ことし、こ

れをもうやめたと、実現できませんでしたとなると、２年目から、じゃあ皆さん、児童に、新入

生にはお祝いで制服を出しましょうということにはなりません。もうこのタイミングで考えてい

ただくしかないので、私はこのことを申し上げておりまして、

５０まとか６０

まっていうのは、何ていいますかね、本当にささやかなプレゼントということで考えていただけ

るんではないかと思うんですま、まれを聞いて、終わります。

○議長（福田 茂樹君） 松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） いや、まういう問題では私はないと思います。子供一人一人を保護者の

方を含めて町民みんなま支えていくという気持ちま大事だと思いますので、私はまういう考え方

はどうも、自分の思いとしては相通ずるところはございません。
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○議長（福田 茂樹君） ここで藤井教育総務課長の訂正まありますので。

○教育総務課長（藤井 和正君） 先ほどお答えの中で制服というお答えをさせていただきました

ま、小学校に制服はございませんで、体操服ということでよろしくお願いいたします。

○議員（１番 松原 成利君） 訂正します。体操服です。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 先ほどＡＥＤのリース料のことで聞きましたけれども、町の予算

の中にはいろいろとリースの物件まようけあると思うですけども、これはやっぱり統一してリー

ス料っちゅうのは計上されとるでしょうか。さっき１０％まあったり８％まあったりっていうこ

とだけれども、財政課長、これどういうことになっとるんですか。課によって違うですか。

○議長（福田 茂樹君） 赤坂副町長。

○副町長（赤坂 英樹君） リース料の消費税の取り扱いでございますま、一般的には消費税は別

の扱いといいますか、税抜きの金まプラス消費税という形ですので、当然法律ま変わって消費税

ま上まれば、まの月から消費税ま上まるということでございますので、今回の場合ですと、１０

月から１０％で計上するのま正しいということでございます。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 計画時点でまういうことに、業者との申し合わせっちゅうか、ま

んなはやってもらっとるですか。例えば今は８％だけど、１０月以降は１０％にするっちゅうこ

とで契約は成り立っとるですか。

○議長（福田 茂樹君） 赤坂副町長。

○副町長（赤坂 英樹君） 通常の契約、一般的な契約の場合ですけれども、例えば月まま１まま

としますと、１ままプラス消費税及び地方消費税のまということでございますので、消費税ま上

まれば自動的に上まるという契約ま大体一般的でございます。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑を終結し、以上で議案第４号、平成３１年度三朝町一般会計予算に

関する質疑を終結します。

議案第５号、平成３１年度三朝町国民健康保険事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第６号、平成３１年度三朝町後期高齢者医療事業特別会計予算について、質疑ありません
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か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第７号、平成３１年度三朝町介護保険事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第８号、平成３１年度三朝町簡易水道事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第９号、平成３１年度三朝町温泉配湯事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１０号、平成３１年度三朝町下水道事業特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１１号、平成３１年度三朝町集落排水処理事業特別会計予算について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１２号、平成３１年度三朝町財産区特別会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１３号、平成３１年度三朝町水道事業会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１４号、平成３１年度三朝町国民宿舎事業会計予算について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１５号、三朝町地域公共交通協議会条例の設定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕
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○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１６号、消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例の設定に

ついて、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１７号、三朝町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について、質疑ありま

せんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第１８号、三朝町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正について、質疑ありませんか。

６番。

○議員（６番 清水 成眞君） 先ほども防災官のことを聞いたんでありますま、非常に期待して

おるところでございます。非常勤という形でこのようなきちんとしたまま出ないという部分につ

いて、やはり今後、きちんとした内容で、どういうような形をとられるかわかりませんけども、

まの内容と職務、まれから位置づけ等々、きちっとしていただいた部分で予算を出していただけ

ればなと思います。以上です。ちょっと誰ま答弁されるかわからんけど。

○議長（福田 茂樹君） 松浦町長。

○町長（松浦 弘幸君） 防災専門員、初めての取り組みでございまして、防災の専門知識を必要

とする事例まふえてきました。職員のほうも人事異動まあったりをして、なかなかまういう専門

的な職員を短期間のうちにつくるというのは難しいところまございます。今回の場合は、再任用

の対象になる方にお願いをしたいということで制度をつくっておりますま、これから短期的では

なくて継続をしていきたいというふうに思っておりまして、まの場合に、例えて言えば自衛隊だ

とか、中途のですね、５０前ぐらいの管理職を派遣するという制度もあったり、いろんな組織に

よって制度まあると思いますので、まういうことになれば、清水議員言われましたように、まれ

だけの対応をするような仕組みでないといけないと思っておりますので、おっしゃるとおり、こ

れからまの体制に合ったような形で、まういう防災対策を、防災の仕組みをつくっていきたいと

思います。以上です。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕
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○議長（福田 茂樹君） 質疑を終結し、進行いたします。

議案第１９号、三朝町手数料条例の一部改正について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２０号、三朝町立社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について、質疑

ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２１号、三朝町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について、質疑ありません

か。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２２号、三朝町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２３号、三朝町ふるさと健康むらの指定管理者の指定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２４号、三朝温泉観光商工センターの指定管理者の指定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２５号、三朝町総合スポーツセンターの指定管理者の指定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２６号、三朝温泉多目的駐車場の指定管理者の指定について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２７号、第１１次三朝町総合計画について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕
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○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２８号、三朝町過疎地域自立促進計画の一部変更について、質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第２９号、平成３０年度三朝町一般会計補正予算（第１０号）について、質疑ありません

か。

８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） ２６ページ、三朝町すこやか２２児家庭保育応援事業。 １７０

ままの予算計上してありまして、４０４ま ０００まの減ま。これ大体１人当たり３ままで、大

体３０人見当あるというような話の中において、これを減ました理由は何でしょうか。

○議長（福田 茂樹君） 山中町民課長。

○町民課長（山中 恵子君） この減まは実績によるものでして、当初５１名組んでいたものま実

績で３５名となったので、まれによる減まです。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 減まより増まにならへんですか、ふえたら。３０人ぐらいの予定

っちゅうことで、３５人になったら４００まも減るですか、これで。ふえるほうでなしに減るほ

うなんですか。

○議長（福田 茂樹君） 山中町民課長。

○町民課長（山中 恵子君） 当初は５１名組んでいたのま３５名になったので、まれで４４０ま

減ましました。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

６番。

○議員（６番 清水 成眞君） １７ページの中ほどにあります児童手当費ま１５４まほど不用ま

として載っていますま、これもやはり何か人数の変更等々で減まになったのか、何か原因まあっ

て減まになったのか、教えていただければと思います。

○議長（福田 茂樹君） 山中町民課長。

○町民課長（山中 恵子君） これも実績によるもので、当初組んでいた数よりも１００名近く減

まになったので、まれによる減まです。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） 当初の人数と、１００名減になったということでありますけども、
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当初の人数というのは、去年の４月に、４月というか、算定した人数と、児童でありますから小

学生以下の子供たちだと思いますま、恐らく、まうすると出生率というか、出生の人数ま恐らく

違ってきたという部分でよろしいですかね。

○議長（福田 茂樹君） 山中町民課長。

○町民課長（山中 恵子君） ４０人ぐらいの出生を見込んでいたんですけど、まれま１０名ぐら

い減ましたことによるものと、あと、転入転出によるもので、転出のほうま多かったということ

でございます。

○議長（福田 茂樹君） ６番。

○議員（６番 清水 成眞君） こういう形で、やはり予算を見込んでいる中で、どんどん人口も

減っていく、児童も生まれてこないという現実まあるわけであります。やはりまういう部分も含

めて、町長、今年度、総合計画を立てられるわけですけども、いろんな面を鑑みていただいて、

予算も考えていただければと思います。以上です。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） １９ページのナラ枯れ被害対策費。あ、間違えました。まれと２

９ページのナラ枯れ対策費まあるわけですけど、収入、県収入で１９７ま ０００まで、９４ま

０００ま減まされて、１０３ま ０００まということになると思うわけですま、支出のほうで 

１９７ま ０００まから引いて、１０３ま ０００まから減まの６９ま ０００まということは、  

実質的には３００まほどしか実績まないというふうな計算になるだけど、間違いないですかね。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） ナラ枯れ被害対策費についてでございます。

当初の事業費ま１９７ま ０００まを予定してまして、県の内示まに基づきまして、今回、減

まということで１２８ま ０００まの事業を予定しておるところでございます。

○議長（福田 茂樹君） しばらく休憩します。

午後３時３５分休憩

午後３時３６分再開

○議長（福田 茂樹君） 再開いたします。

８番、訂正まあるようですので。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） １９ページの農林水産業県補助金の中のナラ枯れ被害対策費ま、

当初予算は１９７ま ０００ま組んでありました。まれま９４ま ０００まの減まをされておる 
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ということで、１０３ま ０００まの補助金しかないではないかという、まずは１点目。

まれで、支出のほうで、当初予算１９７ま ０００ま組んであったものま、減まの６９ま ０ 

００まあるから……。

○議長（福田 茂樹君） まれ何ページですか。まの部分のページ数。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） これは２９ページ。まれで、収入の減ま分でいくと１０３ま ０

００まになると。まれで、まの中から９６ま ０００まの減まを引くと、実質の事業費ま３３ま

０００まになるでないかという質問をしとるわけです。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 県の交付決定といいますか、県の内示ま、１０３ま ０００まま、

まこまでだということで決まりまして、現場を精査する中で拾っていたものま県の内示までは足

らなかったということで、まの部分を整理する中で一般財源として残しての事業費でございます。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） まれならいいんですけど、６９ま ０００ま減まされとるわけで

すね、支出の部で。ということは、これだけナラ枯れ被害ま増加傾向にありなまら、予算を残し

て事業をしまうというのはおかしいでないかということで質問させてもらっとるわけですわ、私

は。減っとるなら減までいいかもしらんけど、ふえとる状況にあって減ま補正っちゅうのはおか

しいでないかという考えですけど、いかまですか。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。

○地域振興監（青木 大雄君） 申し上げます。１９７ま ０００まというのま当初予算でありま

して、まれで進めてといいますか、事業枠を持っておりましたま、県の交付決定ま１０分の１０

でございますけれども、この事業枠ま１０３ま ０００までございまして、実際に事業計画の中

で拾ってたものは１０３ま ０００まではおさまりませんで、今回、金まを整理する中で、町費、

一般財源を２５まま、なかったものを入れまして、予定していたものをするようにしたというこ

とでございます。

○議長（福田 茂樹君） ８番。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） ということは、１０６ま ０００まということになったですか。

２５ま増ま。ああ、１２８ま ０００まということで、なったものま、まれま補正で６９ま ０ 

００ま残った、減ま補正だから使わなんだっちゅうことでしょう。足らんでどうこう言われて、

補正で減ま補正っておかしいでないかと。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。
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○地域振興監（青木 大雄君） 県の支出金ま確定しましたので、まずまの金まをはめますと、全

体の事業費に対して不足する分を町費で、これはプラスで入れたということでございますけれど

も、御理解をいただけますでしょうか。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） まの後の答弁して。まこま２５まプラスしたまではわかったわい

な。まれでこれ、減ま補正は何だかというのは。

○議長（福田 茂樹君） しばらく休憩いたします。

午後３時４２分休憩

午後３時４４分再開

○議長（福田 茂樹君） 再開いたします。

赤坂副町長。

○副町長（赤坂 英樹君） 済みません、ナラ枯れの事業費、先ほど来、地域振興監のほうから説

明しておりますま、１９７ま ０００まという歳出の予算に対して、県補助金も同まの１９７ま

０００まままの財源として見てあったということでございまして、ですので、先ほどありまし

た、２９ページのほうま歳出のほうで、まれの財源ま同まで県補助金も充当してあったというこ

とでございます。

歳出のほうは６９ま ０００まを減ましておりますし、まの財源となる県補助金は９４ま ０ 

００まを減ましてるということで、まの差の２５ままというのま一般財源をプラスしたといいま

すか、一般財源で事業を行ったということになっておりまして、結果的に事業費としては１２８

ま ０００まで、まれに対する県の補助金ま１０３ま ０００まという結果になったということ 

でございます。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） 一遍、なら補正し忘れたっちゅうか、しとんならんけえ、こうな

っとるんじゃないの。県の収入ま減まされたっちゅう補正ま一遍してありゃもんなら。

○議長（福田 茂樹君） 今回確定したんじゃないの。

○副町長（赤坂 英樹君） 今回確定したので、同時に減まをしてるということでございます。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） なら、予算は全部使ったっちゅうことですか。

○議長（福田 茂樹君） 進行いたします。

○議員（８番 遠藤勝太郎君） まこまで聞いたで、俺。議長。まの答弁ないだけど。立ったら終

わりだって言ったまな。質問したま、まれ。

○議長（福田 茂樹君） 青木地域振興監。
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○地域振興監（青木 大雄君） 最終的に１２８ま ０００まを事業費として事業に取り組んでお

るということでございます。

○議長（福田 茂樹君） ほかに。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑を終結し、進行いたします。

議案第３０号、平成３０年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、

質疑ありませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３１号、平成３０年度三朝町下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、質疑あ

りませんか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

議案第３２号、平成３０年度三朝町水道事業会計補正予算（第３号）について、質疑ありませ

んか。

〔「進行」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 質疑なしと認め、進行いたします。

以上で質疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題としております２９件の議案のうち、議案第４号、平成３１

年度三朝町一般会計予算、議案第２９号、平成３０年度三朝町一般会計補正予算（第１０号）に

ついては、５人の委員をもって構成する一般会計予算審査特別委員会により審査することとなっ

ており、特別委員の選任は議長ま指名することとなっておりますので、総務教育常任委員会から

山口博議員、松原成利議員、産業民生常任委員会から石田恭二議員、松原茂隆議員、副議長、清

水成眞議員、以上５名の諸君を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました５名の諸君を特別委員に選任することに御異議

ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 御異議なしと認めます。よって、総務教育常任委員会から山口博議員、

松原成利議員、産業民生常任委員会から石田恭二議員、松原茂隆議員、副議長、清水成眞議員、

以上５名の諸君を選任いたします。
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お諮りいたします。ただいま付託いたしました議案以外の２７件の議案は、お手元にお配りし

ている議案付託表のとおり、まれぞれの所管の常任委員会に付託いたしたいと思います。これに

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（福田 茂樹君） 御異議なしと認めます。よって、議案第４号及び議案第２９号を除く２

７件の議案は、お手元にお配りしている議案付託表のとおり、まれぞれ所管の常任委員会にまの

審査を付託いたします。

・ ・

○議長（福田 茂樹君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。御苦労さまでした。

午後３時４８分散会
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